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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

共通テスト対策指導のご提案

第３問 A 問２

正解率 31.9％
SS65～70 65.1％
SS60～65 51.6％
SS55～60 40.8％
SS50～55 32.4％
SS45～50 25.5％
SS45未満 16.5％

第３問 A 問２生物基礎

与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題で、各学力層で差がついた

2021年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「生物基礎」
受験者数： 109,382人
平均点： 24.6点
標準偏差： 9.７

【出典】 問題・集計結果データともに、202１年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

共通テスト対策指導のご提案

第３問A問２は、植生の調査地について、調査結果をまとめた表や問題文中の情報、
およびバイオームに関する知識を関連づけながら考察する問題で、各学力層で差
がつきました。
本問に取り組むために必要な知識は、クロマツとクスノキの遷移における特徴です。
この知識に、問題文で述べられている、このクロマツ林が人工的な植林でつくられ
たものであることと、同じく問題文で述べられている管理放棄の結果、クスノキ（表１
の情報）が現れたことを関連づける力が求められました。そして、人工的な植林で
自然の植生を判断することが科学的ではないことをふまえ（選択肢②は知識として
妥当だが、この設問の解答とはならない）、クスノキで植生を判断した選択肢④が
妥当であることを導くことが必要でした。本問では、このような情報の使い方で差
がついたと思われます。

上で述べたように、本問を知識だけで解答しようとすると、選択肢②と④の正誤の
判断がつきません。共通テストでは知識のみで解答できる問題もありますが、今回
のような問題も考えられます。本問を例にその対策として、知識のみで選択肢の正
誤を判断できない場合には、問題文や図表にヒントが隠されているので、それを探
すように、といったご指導が有効であると考えます。なお、情報を関連づけて考える
ための知識は必須ですので、これから共通テストまでの２か月半で、教科書レベル
の知識をさらに定着させていくことが重要であると考えます。
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与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題で、各学力層で差がついた

実戦形式の類題演習の
ご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/211021/211021ob2.pdf
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